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日ごとに暖かさを感じるようになりました。2月22日には、「6年生ありがとう集
会」が開催され、学校の中心となって活動してきた6年生に、下級生から心温まる気
持ちが伝えられました。また、学校では各学年のまとめや次年度の準備が少しずつ
始まっています。
運営協議会、保護者、地域の方々の協力を得て、コミュニティ・スクールにおい

て「本校らしさ」が少しずつ整ってきました。来年度も、活動が活性化するようご
協力をお願いいたします

第３回学校運営協議会が開催されました

２月15日（木）午前10時より、丘小図書室において学校運営委員と市教委指導

主事の13名が集まり、学校生活の様子や来年度の学校運営方針について話し合いま
した。その内容についていくつか紹介します。

令和６年２月 2 8日

〇後期学校評価について
・丘小グランドデザインについて、前期、後期を比較して評価を行った。
・目標を意識して取り組んでいる子供たちの姿が見られた。
・学校に居場所があると感じている子が多く、先生との関係は良好である。
・読書については昨年度からの課題で、家庭読書が浸透していない。
・情報教育が浸透しているが、ICTの取り扱いにはこれからも注意が必要である。
・皆様に支えられ、コミュニティ・スクールの取り組みが充実してきている。
・マチコミを利用した情報発信が上手に機能している。

〇令和６年度の学校運営方針について
・「小中一貫教育目標 一生懸命がんばる」を掲げ、義務教育９年間を見通した
丘小、広見小、岳陽中との＜たての接続＞を進めていく。

・「校訓 健康」「重点目標 “いま”、がんばっていることがある」「学校経営
目標 ほめてのばす」を中心に子供たちを育てていく。

・教師の授業力を高め、魅力ある授業の構築を心掛けていく。
・「ふわふわ言葉 ちくちく言葉」をアップデートしながら継続していく。
・「黙って清掃」が本校の伝統になりつつある。

〇 小中一貫教育について
・５年前から準備、令和６年度より完全実施→丘小・広見小・岳陽中の接続
・＜小中一貫教育の必要性＞＜学校と地域社会の連携＞＜特色ある教育の推進＞

〇子供のネット利用の現状
・本校５年生のネット利用実態調査を紹介し、その結果、使い方のルールを決め
るなど、家庭と共に見守りの強化の必要性を感じる。

〇コミュニティ・スクール実践報告
・本年度の実践を提示し、「地域で子供たちを育てる」という考えのもと、さら
なる実践を続けると共に、協力をお願いしていく。



令和５年度は、生活科、社会科、総合学習で、保護者や地域の方々に協力していただき様々
な体験をすることができました。おむすびクラブによる読み聞かせ、悠容クラブさんと1年生
の交流「昔遊び」、３年生お茶作法体験、6年生のキャリア教育、また、2年生のかけ算学習に
も初めて取り組み、活動の場が広がりました。ご協力に感謝します。

令和５年度の活動を紹介します。

ふれあい

協力員 地域、保護者の皆様に支えられて

ふれあい協力員さんには、日々の交通安全の見守り、学習支援など、たくさんの方々に応
援していただきました。また、畑応援隊として草取りや整地、トイレ清掃など環境美化など
協力していただきました。「できる人が できるときに できること」を合言葉に、大勢の
方々に協力していただき感謝しています。

皆様のふれあい協力員登録をおまちしています。

コミュニティ・スクールの活動及び組織図

2月中旬に、ふれあい協力員の稲葉様の協力で畑を整地していただきました。来年度の畑の準

備が始まりました。畑応援隊の皆様には、草取り、畑おこし、さつまいも植え準備、収穫の手伝

いと1年間多岐にわたって協力していただいています。お手伝いできる方がいらっしゃれば、ぜ

ひ、学校に連絡していただきたいと思います。 連絡先：学校 71-6050


